
は
じ
め
に

公
益
財
団
法
人
と
し
て
２
年
目

と
な
る
本
年
度
は
、
公
益
性
と
こ

れ
に
伴
う
社
会
的
責
任
を
自
覚

し
、
医
療
、
介
護
の
質
の
向
上
に

取
り
組
み
、
法
人
に
課
せ
ら
れ
た

役
割
を
果
た
す
。
特
に
、
日
本
国

憲
法
が
定
め
る
平
和
・
人
権
・
民

主
主
義
の
原
則
と
、
国
民
の
生
存

権
と
健
康
で
文
化
的
生
活
の
実
現

の
た
め
に
努
力
す
る
。

Ⅰ
．
厚
生
協
会
の
事
業
、

経
営
を
め
ぐ
る
環
境
認
識

◇
政
府
が
進
め
る
「
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
」
は
、
消
費
税
を

引
き
上
げ
、
そ
の
財
源
を
活
用
し

て
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
機
能

強
化
と
同
時
に
、
重
点
化
・
効
率

化
に
取
り
組
み
、
２
０
２
５
年
に

向
け
て
、
医
療
提
供
体
制
の
再
構

築
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
図
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
事
か
ら
、
今
日
の
医
療
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
激
変
す

る
。

◇
２
０
１
４
年
度
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
消
費
税
は
、
地
域
住
民
の

方
々
も
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
。
２
０
１
４
年
度
の
診

療
報
酬
は
実
質
マ
イ
ナ
ス
改
定
で

あ
り
、
医
療
機
関
に
と
っ
て
も
極

め
て
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

に
な
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経

済
連
携
協
定
）
へ
の
参
加
は
、
地

域
経
済
全
体
に
計
り
知
れ
な
い
被

害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、
医

療
・
介
護
分
野
に
お
い
て
も
、
混

合
診
療
の
拡
大
、
株
式
会
社
の
参

入
な
ど
、
自
由
診
療
の
拡
大
で
国

民
皆
保
険
制
度
や
社
会
保
障
が
大

き
く
後
退
し
か
ね
な
い
も
の
で
あ

る
。

◇
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が
経

過
し
た
現
在
も
、
未
だ
心
の
傷
を

抱
え
、
生
活
再
建
の
道
筋
が
得
ら

れ
ず
、
復
興
へ
の
道
は
ま
だ
遠
く

途
上
に
あ
る
。
被
災
者
の
医
療
費

免
除
の
終
了
に
よ
る
受
診
抑
制
も

み
ら
れ
、
仮
設
住
宅
の
住
民
を
は

じ
め
、
被
災
者
た
ち
は
未
だ
に
拭

え
な
い
不
安
を
抱
え
な
が
ら
暮
ら

し
て
い
る
。

◇
憲
法
25
条
（
生
存
権
）
を
空
洞

化
さ
せ
る
生
活
保
護
法
と
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
の
改
定
に
よ

り
、
国
民
の
命
と
健
康
、
生
活
を

支
え
る
土
台
で
あ
る
社
会
保
障
制

度
の
根
幹
が
揺
る
ぎ
だ
し
て
い

る
。「
特
定
秘
密
保
護
法
」
の
公

布
は
、
行
政
機
関
か
ら
通
院
歴
等
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の
照
会
を
受
け
た
場
合
、
守
秘
義

務
を
理
由
に
回
答
を
拒
む
こ
と
が

出
来
な
く
な
り
、
患
者
は
主
治
医

を
信
頼
し
て
話
せ
な
く
な
る
重
大

な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

Ⅱ
．
宮
城
厚
生
協
会
２
０

１
４
年
度
の
事
業
計
画

今
年
度
は
、
公
益
認
定
法
人
と

し
て
、
公
益
的
事
業
の
推
進
と
経

営
の
透
明
性
、健
全
性
を
明
示
し
、

民
医
連
経
営
と
し
て
の
社
会
的
役

割
の
発
揮
に
全
力
を
尽
く
す
。

引
き
続
き
震
災
復
興
に
向
け
た

運
動
に
取
り
組
み
、「
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
」「
２
０
２
５

年
の
あ
る
べ
き
医
療
・
介
護
の
姿
」

を
念
頭
に
置
き
、
医
療
・
介
護
等

の
社
会
保
障
を
め
ぐ
る
環
境
の
変

化
を
機
敏
に
捉
え
、
変
化
に
対
応

で
き
る
事
業
戦
略
と
経
営
基
盤
づ

く
り
に
向
け
「
中
長
期
的
事
業
・

経
営
戦
略
」
を
策
定
す
る
。

１
．
患
者
の
立
場
に
た
つ
診

療
事
業
、
無
料
低
額
診
療

事
業
を
行
う

◇
坂
総
合
病
院
は
地
域
医
療
支
援

病
院
と
し
て
、
救
急
・
紹
介
患
者

の
受
け
入
れ
強
化
を
行
う
。

◇
「
救
急
医
療
・
地
域
連
携
・
教

育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
建
設
等
の
事

業
を
行
う
。

◇
新
築
し
た
長
町
病
院
を
軌
道
に

乗
せ
る
。

◇
地
域
で
の
医
療
・
介
護
の
連
携

を
強
化
し
、
高
齢
者
の
在
宅
サ
ポ

ー
ト
を
行
う
。

◇
老
朽
化
し
た
診
療
所
の
移
転
や

経
営
対
策
を
重
視
す
る
。

◇
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
と
し
て

無
料
・
低
額
診
療
事
業
を
拡
大
す

る
。

◇「
医
療
相
談
」「
生
活
相
談
」「
介

護
相
談
」を
積
極
的
に
取
り
組
む
。

２
．
保
健
予
防
・
集
団
的
健

康
管
理
事
業
を
行
う

◇
健
診
事
業
の
充
実
、
専
門
性
を

生
か
し
た
特
定
健
診
・
保
健
予
防

活
動
を
重
視
す
る
。
疾
病
予
防
事

業
と
し
て
の
運
動
療
法
に
取
り
組

む
。

◇
振
動
病
・
頚
肩
腕
障
害
・
職
業

性
腰
痛
、
被
曝
者
健
診
及
び
被
曝

二
世
健
診
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る

健
康
障
害
や
じ
ん
肺
に
関
す
る
健

康
相
談
等
、
労
働
者
・
住
民
の
健

康
問
題
に
取
り
組
む
。

３
．
医
療
従
事
者
の
研
修
教

育
、
医
学
・
看
護
学
等
の

研
究
事
業
を
行
う

◇
東
北
大
学
病
院
及
び
東
北
大
学

大
学
院
医
学
系
研
究
科
の
「
コ
ン

ダ
ク
タ
ー
型
総
合
診
療
医
」
養
成

事
業
と
も
連
携
し
、「
み
ち
の
く

総
合
診
療
医
学
セ
ン
タ
ー
」
を
中

心
と
し
た
地
域
医
療
を
担
う
医
師

の
育
成
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
。

◇
新
専
門
医
制
度
に
向
け
た
後
期

研
修
を
充
実
さ
せ
る
。

◇
専
門
研
修
の
た
め
国
内
外
大

学
・
研
究
機
関
へ
の
研
修
派
遣
を

行
い
、
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
。

◇
地
域
開
放
型
研
修
会
の
開
催
、

薬
学
生
病
院
実
務
実
習
、
リ
ハ
ビ

リ
関
連
や
看
護
関
連
職
種
等
の
実

習
受
け
入
れ
を
行
う
。

４
．
高
齢
者
や
要
介
護
者
に

お
け
る
事
業
を
行
う

◇
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
役

割
を
高
め
、
看
取
り
な
ど
に
対
応

で
き
る
事
業
規
模
に
整
え
る
。

◇
新
た
な
高
齢
者
入
居
施
設
（
有

料
老
人
ホ
ー
ム
）
を
開
設
し
、
サ

ー
ビ
ス
付
高
齢
者
賃
貨
住
宅
、
小

規
模
多
機
能
施
設
等
の
住
ま
い
づ

く
り
を
具
体
化
す
る
。

◇
24
時
間
定
期
巡
回
・
随
時
対
応

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
自

立
支
援
型
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
に
向

け
計
画
的
な
人
材
育
成
を
行
う
。

◇
在
宅
医
療
体
制
を
整
備
し
、
医

療
と
介
護
に
お
け
る
地
域
連
携
を

進
め
る
。

５
．
地
域
住
民
と
の
協
力
に

よ
る
健
康
増
進
事
業
を
行

う
◇
地
域
住
民
と
協
力
し
て
「
健
康

相
談
会
」「
離
島
健
診
」「
仮
設
住

宅
健
康
相
談
会
」「
路
上
生
活
者

等
の
健
康
を
守
る
健
診
・
食
事

会
」
等
の
健
康
増
進
活
動
に
取
り

組
む
。

◇
県
内
に
避
難
し
て
い
る
福
島
第

一
原
発
被
曝
者
、
被
災
住
民
の
健

診
や
相
談
会
、
双
葉
町
か
ら
の
避

難
者
や
県
南
地
域
で
の
甲
状
腺
エ

コ
ー
検
診
等
に
取
り
組
む
。

６
．
総
合
的
な
社
会
保
障
制

度
確
立
に
関
す
る
事
業
を

行
う

◇
地
域
住
民
の
健
康
権
を
守
る
た

め
、
社
会
福
祉
士
に
よ
る
医
療
生

活
相
談
援
助
に
取
り
組
む
。
戦
争

政
策
に
反
対
す
る
民
医
連
綱
領
の

立
場
か
ら
憲
法
９
条
、
平
和
を
守

る
取
り
組
み
を
進
め
る
。

◇
医
療
・
介
護
の
現
場
か
ら
生
活

再
建
と
地
域
の
復
興
を
は
じ
め
、

憲
法
が
真
に
生
か
さ
れ
る
社
会
を

築
く
た
め
に
運
動
に
取
り
組
む
。

理事会風景
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３
月
22
日
（
土
）
待
ち
に
ま
っ

た
長
町
病
院
新
棟
（
南
棟
）
が
完

成
し
救
急
及
び
入
院
診
療
を
開

始
、
３
月
24
日
（
月
）
に
は
外
来

診
療
が
開
始
し
ま
し
た
。
震
災
か

ら
３
年
、
困
難
を
乗
り
越
え
、
多

く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。長

町
病
院
新
棟（
南
棟
）は
、「
患

政
府
は
医
療
制
度
改
革
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
法
を
決
定
し
、
次
期
医

療
計
画
の
策
定
時
期
を
２
０
１
８

年
度
（
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
同

時
改
定
）
と
し
、
必
要
な
措
置
を

２
０
１
７
年
度
ま
で
順
次
講
じ
る

と
し
て
い
ま
す
。

開
催
目
的
：
全
職
責
者
が

医
療
改
革
の
方
向
性
を
理

解
し
認
識
を
一
致
さ
せ
事

業
を
進
め
る

こ
の
対
応
は
２
０
１
２
年
の
診

者
が
元
気
に
な
る
自
然
の
光
や
風

を
感
じ
る
設
計
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
広
い
空
間
と
十
分
な
光
を
取
り

入
れ
、
健
康
的
で
明
る
い
印
象
を

受
け
る
待
合
室
・
診
察
室
・
病
棟

と
な
り
ま
し
た
。
シ
ン
プ
ル
な
患

者
導
線
と
、
安
全
性
と
視
認
性
の

高
い
職
場
配
置
等
を
考
慮
し
ま
し

た
。
ま
た
広
い
病
棟
デ
イ
ル
ー
ム

や
病
棟
内
機
能
訓
練
室
や
回
廊
式

廊
下
な
ど
長
町
病
院
の
機
能
に
あ

っ
た
構
造
も
特
徴
的
と
な
っ
て
い

ま
す
。

15
日
に
行
わ
れ
た
内
覧
会
・
祝

賀
会
に
は
地
域
・
共
同
組
織
、
連

携
医
療
機
関
等
か
ら
１
３
０
名
を

超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
あ

い
さ
つ
で
水
尻
院
長
か
ら
新
棟 たくさんの方が引越し応援に駆けつけてくれました

（
南
棟
）
と
既
存
棟
（
北
棟
）
改

修
後
（
介
護
事
業
拡
大
と
有
料
老

人
ホ
ー
ム
事
業
展
開
）
の
長
町
病

院
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
医
療
と
介

護
事
業
展
開
の
方
向
が
示
さ
れ
、

参
加
者
か
ら
は
『
今
後
ま
す
ま
す

の
地
域
連
携
が
進
み
ま
す
ね
』『
地

域
包
括
ケ
ア
へ
の
足
掛
か
り
が
で

き
ま
し
た
ね
』
な
ど
多
く
の
期
待

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

21
日
～
23
日
で
行
わ
れ
た
引
越

し
作
業
に
は
、
延
べ
４
０
０
名
を

超
え
る
職
員
・
関
係
者
が
県
連
内

か
ら
応
援
に
駆
け
付
け
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
「
私
た
ち
も
何
か
力

に
な
り
た
い
」
と
宮
城
民
医
連
・

退
職
者
の
会
有
志
が
引
越
し
二
日

目
に
は
２
０
０
食
分
の
炊
き
出
し

を
行
い
、
参
加
者
を
激
励
し
ま
し

た
。
作
業
に
汗
だ
く
と
な
り
、
く

た
く
た
に
な
り
な
が
ら
も
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
で
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ひ
と

時
を
演
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

24
日
の
外
来
診
療
は
、
明
る
く

広
く
な
っ
た
外
来
フ
ロ
ア
に
「
嬉

し
い
戸
惑
い
」を
感
じ
な
が
ら
も
、

ゆ
っ
た
り
し
た
雰
囲
気
の
中
で
大

き
な
混
乱
も
な
く
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
機
器
移
設
等
で

検
査
制
限
が
あ
っ
た
検
査
室
・
放

射
線
室
に
は
一
気
に
予
約
が
集
中

し
「
嬉
し
い
悲
鳴
」
状
態
で
す
が
、

報告する山田智全日本民医連副会長

今
後
運
用
を
工
夫
改
善
す
る
課
題

も
見
え
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
支
え
て
下
さ
っ
た
多

く
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
地
域
や
連
携
医
療
機
関

と
の
信
頼
を
よ
り
強
い
も
の
に
で

き
る
よ
う
長
町
病
院
職
員
一
同
が

ん
ば
る
所
存
で
す
。
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１
９
９
９
年
11
月
１
日
開
設
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
あ
れ
こ
れ

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
２
０
１
４
年

２
月
末
で
、初
代
彦
坂
直
道
所
長
、

２
代
目
村
口
至
所
長
に
続
い
た
３

代
目
神
久
和
所
長
の
合
計
14
年
余

で
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

別
れ
る
患
者
の
皆
さ
ん
・「
宮

城
野
の
里
」
入
居
者
や
利
用
者
の

方
々
、
宮
城
野
健
康
福
祉
友
の

会
・
み
や
ぎ
高
齢
者
福
祉
の
里
を

つ
く
る
会
・
地
域
の
皆
様
ご
支
援

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
一
緒
に
働
い
て
き

た
ク
リ
ニ
ッ
ク
職
員
、
折
り
に
ふ

れ
て
協
力
し
あ
い
な
が
ら
歩
ん
で

き
た
福
田
町
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
・
宮
城
野
の
里
職
員
の
皆
様

熱心に聴講する参加者のみなさん

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

福
田
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
仙

台
市
宮
城
野
区
田
子
の
地
域
に

１
９
９
９
年
11
月
１
日
に
開
設
し

ま
し
た
。

彦
坂
直
道
所
長
・
伊
藤
・
尼
ヶ

崎
保
健
師
・
小
林
看
護
師
、
事
務

半
日
パ
ー
ト
職
員
で
週
３
日
の
診

療
を
や
り
、
同
時
に
宮
城
民
医
連

初
の
高
齢
者
福
祉
施
設
「
宮
城
野

の
里
」
発
足
準
備
室
の
３
人
と
共

に
日
に
よ
っ
て
は
、
日
付
が
変
わ

る
ま
で
準
備
に
取
り
組
ん
だ
事
も

あ
り
ま
し
た
。

２
０
０
１
年
３
月
に
は
、
訪
問

中
心
の
歯
科
が
杉
目
歯
科
所
長
・

菅
原
歯
科
衛
生
士
の
２
人
体
制
で

併
設
さ
れ
、
内
科
と
協
力
連
携
し

取
り
組
み
ま
し
た
。歯
科
所
長
は
、

療
報
酬
改
定
か
ら
進
め
ら
れ
て
お

り
、
２
０
１
４
年
の
診
療
報
酬
改

定
も
実
質
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
更

に
加
速
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
状
況
の
も
と
全

て
の
職
責
者
が
改
革
の
方
向
性
を

理
解
し
、
一
致
し
た
認
識
の
も
と

で
事
業
を
進
め
る
事
を
目
的
に
法

人
全
職
責
者
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
各
事
業
所
か
ら
全
体
で

２
０
３
名
（
坂
関
連
53
名
、
長

町
・
歯
科
37
名
、
泉
30
名
、
古
川
・

歯
科
30
名
、
介
護
関
連
17
名　

本

部
・
診
療
所
群
36
名
）
の
職
責
者

が
集
ま
り
、
法
人
職
責
者
集
団
と

し
て
一
堂
に
会
し
会
議
に
臨
み
ま

し
た
。

○
学
習
講
演

テ
ー
マ

「
医
療
・
介
護
制
度
の
全
体

像
と
中
小
病
院
に
求
め
ら

れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
へ
の

具
体
化
」

全
日
本
民
医
連
副
会
長
の
山
田

智
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
標

記
テ
ー
マ
で
、
２
０
２
５
年
の
あ

る
べ
き
医
療
・
介
護
の
姿
、
地
域

完
結
型
医
療
に
変
え
ら
れ
る
中
で

の
中
小
病
院
の「
地
域
包
括
ケ
ア
」

へ
の
具
体
化
と
取
り
組
む
べ
き
課

題
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◇
内
藤
孝
先
生
か
ら
の
報
告
～

「
医
療
・
介
護
の 

　
　
　
激
変
期
の
課
題
」

講
演
に
続
き
、
常
務
理
事
の
内

藤
孝
先
生
か
ら
「
医
療
・
介
護
の

激
変
期
の
課
題
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
法
人
が
抱
え
る
課
題
と
し
て
、

病
床
機
能
区
分
に
対
応
し
た
病
院

機
能
の
見
直
し
を
急
ぐ
課
題
、
診

療
所
の
求
め
ら
れ
る
役
割
に
対
応

す
る
課
題
、
県
連
各
法
人
の
共
同

事
業
と
し
て
準
備
す
る
民
医
連
総

合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
建
設

や
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
化
、
定

期
巡
回
・
24
時
間
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
と
訪
問
看
護
と
の
複
合
型
サ

ー
ビ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向

け
住
宅
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
提
起
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
佐
藤
孝
一
坂
病
院
事
務

局
長
か
ら
は
「
坂
病
院
の
戦
略
と

課
題
」、
長
町
病
院
の
水
尻
強
志

院
長
か
ら
「
長
町
病
院
新
病
院
建

設
計
画
の
現
状
と
２
０
１
４
年
度

方
針
」、
最
後
に
横
山
公
樹
副
専

務
理
事
か
ら
「
経
営
の
現
状
と
課

題
」と
し
て
問
題
提
起
が
行
わ
れ
、

２
０
１
４
年
度
事
業
に
向
け
認
識

を
高
め
る
集
会
と
な
り
ま
し
た
。
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暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
」
を
め
ざ
し

そ
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設
当
初
は
、
訪

問
や
往
診
用
の
自
動
車
購
入
が

２
０
０
３
年
ま
で
で
き
ず
、
職
員

の
個
人
車
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
車
を
お
借
り
し
て
の
診
療
で

し
た
。
Ｘ
線
撮
影
装
置
も
な
く
半

年
近
く
は
患
者
さ
ん
と
近
医
の
先

生
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
撮
影
し

て
頂
き
ま
し
た
。
大
変
だ
っ
た
の

は
、
時
間
外
や
夜
中
の
緊
急
往
診

に
一
人
所
長
で
の
対
応
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震

災
の
と
き
は
、
ど
こ
の
事
業
所
も

大
変
で
し
た
が
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク

も
神
所
長
と
尼
ヶ
崎
と
宮
城
野
の

里
に
泊
ま
り
込
み
支
援
に
あ
た
り

ま
し
た
。
外
来
診
療
は
、
震
災
後

11
日
目
に
再
開
で
き
ま
し
た
。

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
あ
る
田
子
地

域
は
、
震
災
復
興
住
宅
の
建
設
が

進
ん
で
お
り
、
７
月
に
は
入
居
開

始
と
な
り
、
こ
こ
数
年
で
人
口
が

２
千
人
増
え
る
予
定
と
き
い
て
お

り
ま
す
。
今
後
「
宮
城
野
の
里
」

と
昨
年
新
設
さ
れ
た
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
田
子
の
ま
ち
」
は
、

こ
の
地
域
で
の
福
祉
の
拠
点
と
し

て
期
待
さ
れ
て
お
り
、
又
地
域
医

今
後
も「
自
分
の
家
で
過
ご

す
た
め
に
必
要
な
支
援
」で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

福
田
町
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
２
月
28
日
を
も
っ
て
、
約

14
年
の
歴
史
に
幕
を
お
ろ
し
ま
し

た
。
私
個
人
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

異
動
し
て
８
年
ほ
ど
、
３
代
目
所

長
に
な
っ
て
か
ら
は
ち
ょ
う
ど
２

年
と
、
歴
史
の
一
部
分
に
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
い
た
程
度
で
す
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
大
き
な
出
来
事
と
な

る
の
か
、
や
は
り
東
日
本
大
震
災

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
利
用
者
様
を

含
め
、
人
的
な
被
害
は
幸
い
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
段
落
し
た

と
き
に
津
波
で
流
さ
れ
た
利
用
者

様
宅
の
跡
地
に
ふ
と
足
を
運
び
、

クリニック朝会2007年12月

ステーションスタッフ2010年12月

玄
関
先
の
タ
イ
ル
な
ど
断
片
的
に

残
さ
れ
た
面
影
を
み
た
時
に
、
改

め
て
津
波
の
威
力
と
、
日
常
が
日

常
で
な
く
な
る
こ
と
の
悲
し
さ
を

実
感
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

利
用
者
様
と
そ
の
ご
家
族
も

様
々
で
、
小
児
の
笑
顔
に
癒
さ
れ

た
り
、
１
０
０
歳
を
超
え
て
な
お

出
来
る
こ
と
は
自
分
で
行
い
た

い
、
と
い
う
姿
勢
に
学
ば
さ
れ
た

り
し
ま
し
た
。
当
た
り
前
の
こ
と

な
が
ら
同
じ
形
が
一
つ
も
な
い
、

と
い
う
の
は
、
在
宅
な
ら
で
は
醍

醐
味
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

福
田
町
近
辺
は
現
在
田
園
も
広

が
る
の
ど
か
な
地
域
で
す
が
、
復

興
住
宅
の
他
に
も
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

が
進
み
つ
つ
あ
り
、
１
年
も
た
て

ば
景
色
も
ず
い
ぶ
ん
と
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
後
は
ス

タ
ッ
フ
全
員
が
塩
釜
・
多
賀
城
へ

と
地
を
移
し
、
ま
た
新
た
な
出
会

い
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
在
宅
療
養
を
め
ぐ
る
環
境
も

変
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
介
護

と
看
護
が
両
輪
と
な
っ
て
利
用
者

様
を
支
え
る
体
制
な
ど
、
超
高
齢

化
の
流
れ
に
向
け
た
対
応
が
必
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。“
自
分
の
家

で
過
ご
す
た
め
に
必
要
な
支
援
”

を
行
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
学

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
す

べ
て
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

療
活
動
の
対
象
と
し
て
も
大
事
な

所
と
な
る
で
し
ょ
う
。

い
つ
の
日
に
か
医
師
体
制
を
整

え
て
、
民
医
連
の
旗
を
揚
げ
て
の

医
療
活
動
が
こ
の
地
域
で
再
開
さ

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。

宮
井
先
生
、
成
田
先
生
と
引
き
継

が
れ
、
在
宅
診
療
の
充
実
を
図
り

ま
し
た
。

２
０
０
０
年
３
月
26
日
に
開
所

の
「
宮
城
野
の
里
」
へ
の
医
療
サ

ポ
ー
ト
や
午
前
内
科
外
来
診
療

（
院
内
処
方
）・
午
後
在
宅
訪
問
診

療
、
種
々
の
健
康
診
断
を
は
じ
め

と
す
る
予
防
事
業
、「
つ
く
る
会
」

「
健
康
福
祉
友
の
会
」
活
動
・
学

習
研
究
発
表
に
取
り
組
み
、
更
に

は
介
護
保
険
居
宅
介
護
支
援
事
業

等
、
県
連
の
第
三
次
長
計
「
医
療

と
福
祉
の
連
携
を
す
す
め
、
住
み

慣
れ
た
所
で
だ
れ
も
が
安
心
し
て
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� 健康運動指導士 我満　琴絵� 坂総合クリニック運動療法センター
（メディカルフィットネスのびのび）

こんな読み方も
      いいなぁと
            感じる今日この頃

はじめに
趣味とは言い難い程度ではありますが、私は、人並みに本を読むことが好き
です。ジャンルは様々で、「特にこれっ！」というものはなく、そのときその
ときの気分が選ぶ本をおおいに左右します。自分を客観視でき、なかなかおも
しろいです。いつぞやはフラフラと図書館に足を運び、詩集を手にしていた自
分に「気持ちが落ちていたんだな…」とハッとしたことがありました。
そんな風に、わくわくしたい時も泣きたい時も、もやもやした時も本に大概
助けられている私なのでした。

ことの始まりは
先日、当施設の会員さんとＮＨＫについて話をしていまし
た。最近のＮＨＫの番組を「アーデモナイ、コーデモナイ」と、
言い合うよくある雑談です。そんな中、「ＮＨＫでもう一度
見たい番組ってなんだろう？」という話題になり、各々記憶
を振り返っていました。過去の大河ドラマや朝ドラマ等の名
だたる名作が出されるなか、私が思い浮かんだのは人形劇の
「新八犬伝」でした。

思い出
記憶に残っている方も多いかと思います。「新八犬伝」とは、原作
が曲亭馬琴の「南総里見八犬伝」という有名な物語に加え、黒子姿で
語りを担当したのが坂本九さんという、なんとも豪華な番組です。私
は当時、幼稚園児だったと思います（定かではありません）。おじい
ちゃんの胡坐の上が私の特等席で、大相撲中継の後、人形劇を見るの
が大好きでした。わからない言葉ばかりとびかって、意味のわからな
いまま見ている状態でしたが、おじいちゃんに内容を教えてもらいな
がら、九ちゃんの「本日、これまで！」の口上を聞くまでの15分間が
好きでした。そんな幸せな思い出がふとした会話から甦ったのでした。
そして今、その日をきっかけに、なんとなく原作の「南総里見八犬伝」を読んでいます。あ
の頃の記憶を振り返り、懐かしさを感じながら読んでいます。たまには、こんな本の読み方も
いいなぁと感じる今日この頃です。

※ちなみに…
ＮＨＫの人形劇情報です。四年前、三谷幸喜脚本で「新・三銃士」が放送されました。昔と
は違い、人形がイケメン仕様になっており、見入った記憶があります。そして、今年も三谷幸
喜脚本で「シャーロック・ホームズ」が放送予定のようです。興味のある方ぜひチェックして
みてくださいね。
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